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特別支援教育の展望：インクルーシブ教育の目指すべきもの 
－ユニバーサルデザインと専門性－ 

 

企画・指定討論：鳥居深雪（神戸大学） 企画・司会：河崎佳子（神戸大学） 

話題提供：海津亜希子（（独）国立特別支援教育総合研究所） 話題提供：佐藤克敏（京都教育大学） 

話題提供：鳥越隆士（兵庫教育大学） 話題提供：井上雅彦＃（鳥取大学） 

  

【企画の趣旨】 

 「障害」のとらえ方は，国際生活機能分類（ICF）

以降，個人の身体機能・精神機能に，背景因子（環

境因子と個人因子）を加味した包括的な考え方に

変化してきている。2013 年に改訂された DSM-5

においても，この考え方が反映され，適応状態を

加味した連続的なものとして，障害の状態を診断

するように変化している。 

 一方，2013 年にはあらゆる障害者の尊厳と権利

を保障する「障害者権利条約」が批准された。こ

の条約の理念に基づき，教育においても，共生社

会の実現に向けて，インクルーシブ教育システム

が求められている。2012 年 7 月，文部科学省中教

審初等中等教育部会「共生社会の形成に向けたイ

ンクルーシブ教育システム構築のための特別支援

教育の推進（報告）」が発表された。報告では，イ

ンクルーシブ教育システム構築のためには，（１）

医療，保健，福祉，労働等との連携強化，（２）障

害のある子どもが，地域での生活基盤を形成する

ために，可能な限り共に学ぶことができるよう配

慮すること，（３）障害者理解を推進することによ

り，公平性を確保しつつ社会の構成員としての基

礎を作っていく，といった考え方に基づいて，特

別支援教育を発展させていくことが必要である，

としている。 

 障害のある子どもが十分な教育を受けるために

は，「合理的配慮」が重要である。インクルーシブ

教育は，通常の教育との連続性を持ちながらも，

障害のある子どもの教育を受ける権利を保障する

ために「多様な学びの場」を提供するものでなけ

ればならない。 

 通常の教育と特別なニーズを持つ子どもへの教

育とのモデルとして，アメリカの Response to 

Intervention：RTI モデルがある。これは，子ども

の理解の状態に合わせて，通常の学級内での効果

的な指導（レベル 1），配慮を加えた補足的な指導

（レベル 2），補足的・集中的・柔軟な形態による

最も手厚い教育（レベル 3），という 3 階層で教育

を行うモデルである。レベル 1 の通常の学級内で

の教育を効果的にするために，特別支援教育との

連続性を加味した通常の教育として，ユニバーサ

ルデザインの教育が検討されている。さらに，RTI

のレベル 2，3 に該当する特別な教育ニーズを持つ

子どもたちのためには，さまざまな障害特性に応

じた専門的な教育も重要である。 

 障害特性や環境との関係で，子どもの状態像は

個々に異なる。それぞれのニーズに応じた「多様

な学びの場」が必要であろう。 

 本シンポジウムでは，このような背景のもと，

インクルーシブ教育の目指すべき方向について検

討するために，４名の話題提供者に登壇いただく。

海津氏には，RTI モデルに基づいて開発された多

層指導モデル MIM（Multilayer Instruction Model）

の実践と展望について報告いただく。佐藤氏には，

「教育のユニバーサルデザイン」の二つのタイプ

について報告いただく。鳥越氏には，co-enrollment 

program の取り組みから，聴覚障害児にとっての

授業のユニバーサルデザインを検討いただく。井

上氏には，米国のスクールワイド PBS（Positive 

Behavioral Support System）など，自閉症のある人

に対するインクルーシブ教育環境を実現するため

の環境設定のあり方について提案いただく。 

 話題提供者の報告をもとに，特別支援教育の専

門性を生かしたインクルーシブ教育のあり方につ

いて，議論を深めたい。 
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【話題提供】 

RTI モデルに基づく教育 

海津亜希子 

 RTI とは，Response to Instruction / Intervention と

いう“効果的な指導を提供し，子どもの反応（ニー

ズ）に応じて，指導の仕方を変えていく”モデルで

ある。このモデルの考え方を基にしながら，日本

での現況を鑑み，多層指導モデル MIM（Multilayer 

Instruction Model）として開発・発展させてきた（海

津, 2010; 海津他，2008）。 

 その中で，わが国において多層指導モデル MIM

の実践性を高めるためには，教育現場でのニーズ

に呼応すべく「課題にはどのようなものがあるか

の整理」と，従前の有益な指導法の整理等を行い

「指導理論の構築・体系化」を行うこと，さらに

は，実証研究を行うことで，本当にそれらが効果

的なものなのかについての検証，科学的根拠の付

与に挑む必要性があることを指摘してきた（海津，

2014）。本シンポジウムでは，RTI を基にして開発

された MIM に関する実践研究での知見を概観す

るとともに，今後の展望についても語りたい。 

 

ユニバーサルデザイン教育の目指すもの 

佐藤克敏 

 現在用いられている「教育のユニバーサルデザ

イン」という用語には，２つのタイプがあると考

えられる。一つは，ある教え方が多くの子どもた

ちの「わかる・できる」につながることを意味す

る教師側の指導を主体としたタイプであり，もう

一つは，子どもたち一人ひとりのニーズに応える

ことを意味する学習者を主体としたタイプである。

前者の例は，日本において授業の改善を目指した

取組みとして紹介されていることが多く，後者の

例は，アメリカの CAST において，学びのユニバ

ーサルデザインとして提案されている。 

 本話題提供では，両者の例について報告し，教

育におけるユニバーサルデザインの現状と課題，

特別支援教育との連続性に対する提案を行いたい。 

 

コミュニケーション環境の保障と指導方法に特別

の配慮を要する聴覚障害教育 

鳥越隆士 

 聴覚障害児の教育には，「障害」と「社会・文化」

という 2 つの側面がある。聴覚障害児教育での手

話の活用は，グローバル・スタンダードな取組と

なりつつあるが，後者の場合，背景にある聾者の

文化や社会を前提とする。公教育の中でそれにど

う取組むかが問われている。また聴覚障害児教育

においてもインクルーシブな取組が進められてい

る。人工内耳や補聴技術の進歩により，最重度の

聴覚障害児においても実質的な聴覚活用が可能と

な り つ つ あ る 。 こ の よ う な 状 況 の 中 で ，

co-enrollment program の取組が注目されている。

このプログラムは，①聴児と聴覚障害児（一人で

なく，集団で）が共に教室で学ぶ；②通常教育の

教師と聴覚障害児教育専門の教師が共に指導に関

わる；③教室では，音声言語とともに手話言語が

使用され，そのための配慮がなされる，の三点か

ら構成されている。本報告では，欧米及び日本で

の取組を通して，聴覚障害児にとっての授業のユ

ニバーサルデザインを考える。 

 

新しい知見に基づいた自閉症の教育 

井上雅彦 

 自閉症においてはその障害の程度に応じて通常

学級，通級指導教室，情緒障害特別支援学級もし

くは知的障害特別支援学級，知的障害特別支援学

校において教育的支援を受けている。また身体的

障害との合併があればその教育課程の中で配慮し

ていかなければならない。しかし知的障害や身体

障害の教育機関の中での自閉症への支援について

は未だ十分とはいえない。 

 特に激しいこだわりや自傷，他傷，逸脱などの

行動上の障害のある人については，個人の特性に

ついてのアセスメントの実施だけでなく，学校環

境も含めた環境因子についてのアセスメントや合

理的配慮は不可欠である。 

 近年，米国ではスクールワイド PBS（Positive 

Behavioral Support System）の導入やそれに関連す

る研究が盛んになってきている。この基本的な考

え方は，学校全体で行動上の問題が生じる環境を

分析し，RTI モデルと同様，行動上の問題につい

てユニバーサルな支援を一義的に行い，順次階層

的にアプローチを行うものである。 

 シンポジウムでは自閉症のある人に対するイン

クルーシブ教育環境を実現するための環境設定の

あり方について現状と課題について話題提供し，

討議したい。 
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